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ところざわ市議会だよりは２月、５月、８月、１１月の１５日に発行。戸別配布でお届けしています。
配布のお問い合わせは、所沢市シルバー人材センター　☎ ０４-２９２８-８６９５  FAX ０４-２９２４-０６３０ まで。
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ところざわ市議会だより 第２０９号第２０９号

詳細はコチラ

１２月定例会では、令和５年度補正予算や条例など

の市長提出議案２５件、決算の認定１０件及び請願

４件を審議しました。また、通年会期制の導入に伴う

議案を含む議員提出議案６件を可決しました。

１２月定例会のまとめ

市長が給料月額の３０％を減額します

議案第１１９号　令和５年度所沢市一般会計補正予算（第６号）

議案第１２８号　所沢市市長の給料の特例に関する条例制定について

議　　 　審　議案

１２月定例会での

【会期】　１２月１日～１２月２１日（２１日間）

【市長提出議案】	 補 正 予 算	 １０件

	 条 例 関 係	 ５件

	 契 約 変 更	 １件

	 協　　　議	 ２件

	 市 道 認 定	 １件

	 人 事 関 係	 ６件

	 決算の認定	 １０件

【請願】	 	 ４件

【議員提出議案】	 	 ６件

市長提出議案のおもな事業概要

決
可

（問合せ：職員課　２９９８－９０４８）

　市長の給料月額を、令和６年１月１日より任期の末日（令和９年１０月２９日）までの期間、現行の給料

月額から３０％減額します。

概　　要

現　行 減額後1,029,000 円 / 月 720,300円/月（▲308,700円）

減額割合を３割とした根拠を市長に伺いたい。問

１０月２２日に執行されました所沢市長選挙に当たりまして、様々な公約を掲げて市民の皆様からご信任をいた

だいたところです。そして、厳しい財政状況の中で公約の実現を図らなければならないわけですので、身を切る

思いで臨むという決意を表すという意味で３割削減を表明し、自らの決意を形にしたものです。

答

本会議での議案質疑

今回の削減で小野塚市長の任期中の削減額はいくらになる予定か。問

任期４年間での減額の影響額は、期末手当を含めて２,００３万４,６３０円です。答
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令和６年（２０２４年） ２月１５日 ところざわ市議会だより

地域の方から跡地にどのようなものを作ってほしいといった声が出ているのか。問

防災の拠点となる場所や、放課後にお子さんたちが遊びに来ることができる場所などにしてほしいといった意見

をいただきました。
答

食材費の高騰により、メニューへの影響を心配しているが、食材費の見積もりにどのような影響が出てきているのか。問

食材費が高騰している中でも、栄養教諭と栄養士がメニューをいろいろ考えて、質が落ちないように提供しています。答

（問合せ：保健給食課　２９９８－９２４９）

事業費：２億６,７６６万３千円

小中学校給食費保護者負担軽減事業

　エネルギーや食料品等の物価高騰の影響を受けやすい子育て世帯の負担軽減を図るため、新型コロナウイルス

感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、学校給食費の保護者負担分を３か月無償にします。

　所沢市立所沢第二幼稚園を令和７年３月３１日をもって廃園することに伴い、所要の改正を行うほか、関係

条例の廃止等を行います。

子育て世帯の負担を減らします

議案第１１９号　令和５年度所沢市一般会計補正予算（第６号）

決
可

所沢市立学校設置条例の一部を改正する
条例制定について

議案第１３２号

決
可

　市立の幼稚園は、私立幼稚園の補完的な役割を果たすために、昭和４７年に所沢幼稚園（岩岡町）、

昭和４８年に所沢第二幼稚園（荒幡）を開園しました。

　平成１６年に所沢市立幼稚園運営協議会に「所沢市立幼稚園の今後の在り方」について諮問し、平成２１

年に「２園を廃園することが望ましい」との答申を受けて、平成２３年に所沢幼稚園を廃園し、所沢第二幼

稚園の廃園時期を見定めてきました。

こ
れ
ま
で
の
歴
史

実
施
概
要

対　象：市立小中学校に児童生徒が在籍している世帯

期　間：令和６年１月から３月まで

補助額： 小学校	 １億７,３６４万４,９５０円

中学校	 ９,３２７万３,１２０円

保護者※	 ４５万１,２２０円

合　計	 ２億６,７３６万９,２９０円

※アレルギー等で弁当を持参する児童生徒がいる世帯には、保護者口座に給食費相当額を振り込みます。

（問合せ：学校教育課　２９９８－９２３８）

１	 園児数の減少

２	 園児数減少による影響

３	 市の財政負担

４	 周辺幼稚園の整備が進んだことで幼稚園不足が解消

廃園を検討した理由
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ところざわ市議会だより 第２０９号第２０９号

政治倫理審査会審査結果（概要）

議員提出議案

議員提出議案第８号

大庭祥照議員に対する議員辞職勧告決議

　所沢市議会は、所沢市議会議員政治倫理条例（以下「条例」という。）第２条において、議員は市民全体の
代表者として、自らの役割を深く認識し、その使命の達成に努めなければならないとし、条例第４条第１号
において寄附等に係る申し合わせ事項を定めている。
　所沢市議会議員である大庭祥照氏本人が代表取締役を務める会社が、地域の祭り等において寄附を行って
いることが発覚し、これを受け、本市議会は、令和５年９月定例会において、大庭議員に対する反省を求め
る決議を原案可決した。
　さらに、議員６名から条例第６条第１項の規定による審査の請求があり、所沢市議会政治倫理審査会を設
置し、審査を行った結果、刑事事件に係る行為又は不正の疑惑を持たれるおそれがある行為があったとして
条例第５条の行為規範に反すると結論づけた。
　大庭議員の行為は、議会に対する市民の信頼を著しく失墜させるばかりでなく、本市議会の名誉と品位を
傷つけたことは議員としてあるまじき行為と言わざるを得ない。
　また、審査会における弁明や事情聴取の際の大庭議員の言動は、反省のかけらも感じられず、先の決議の
趣旨を大きく踏みにじるものであった。
　よって、当該議員は、公職である市議会議員としての政治的、道義的責任を免れず、議員職に留まることは、
市民感情からして許されるものではなく、事態の重大さを真摯に受け止め、自らの意思により直ちにその職
を辞することを勧告する。

◇審査請求の対象となる議員の氏名　　大庭　祥照 審査会の詳細は

コチラ	➡
◇審査請求の対象となる事由の該当条項と内容

【該当条項】所沢市議会議員政治倫理条例第５条第１号

　対象議員が代表取締役を務める会社が、地域の祭り等で行った寄附行為について、公職選挙法第１９９

条の３及び同法第１９９条の４に違反するものであることから、政治倫理条例に定める「市民全体の代表

者として、品位と名誉を保ち、議会に対する市民の信頼を損なわないこと」という遵守すべき行為規範に

反する行為に該当するため。

◇審査結果

政治倫理条例第５条第１号に違反する行為があったものと認定

【審査会の意見】

　対象議員の違反行為により、議会に対する市民の信頼が損なわれた。その信頼を回復するため、対象議

員に対しさらなる反省を求めるなど、何らかの措置が講じられるべきであるが、その措置の具体的な内容

については、市民から選ばれた議員自らが議会として判断するべきであること。

　議員研修等をより充実したものとするなど、議会全体として、公職選挙法等の法令の理解を深め、再発

防止に努めること。

　寄附を受ける側の市民や民間事業者、団体等に対しても、公職選挙法上違法となる寄附行為についての

理解を深めていただけるよう、議会として積極的な周知・啓発活動を行うこと。

◇審査の経過

　審査会を計３回開催し、対象議員への事情聴取等の調査を行い、議長に審査結果報告書を提出しました。
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令和６年（２０２４年） ２月１５日 ところざわ市議会だより

議員提出議案の

詳細はコチラ➡

▶通年会期制の導入に伴う議案を可決

議員提出議案第９号

所沢市議会の会期等に関する条例制定について

議員提出議案第１０号

所沢市議会会議規則の一部を改正する規則制定について

議員提出議案第１１号

市長の専決処分事項の指定について

　平成２４年の地方自治法の一部改正において、これまでの定例会・臨時会を開催することなく、会期を１年

として、予見可能性のある形で定期的に会議を開く議会運営を行うことを議会が選択できることが制度化され

た。地方自治法の改正以降、当市議会においても、通年会期制の導入に関する協議が行われ、令和元年１１月

の議会運営委員会で、議会がイニシアチブをとって判断していくという意味において、しかるべきときに通年

会期制に移行していくことが全会一致で確認された。それ以降継続的な協議を行い、協議が整ったため、関連

する例規の提案に至ったものである。

議員提出議案第１２号

消防団に対する国として支援の充実の検討を求める意見書について

　消防団は、消防本部や各地にある消防署と同様、消防組織法に基づき市町村に設置されている消防機関であ

る。地域における消防防災のリーダーとして平常時・非常時を問わず地域に密着し、住民の安全・安心に大き

く寄与している。日本消防協会の調査では全国で平成２５年には８７１，７３０人いた団員数は、令和５年に

は７６４，９５８人と、この１０年間で人数にして１０６，７７２人（１２．２％）減少した。このままでは

地域の安全・安心を保つことにも支障を来しかねないことを危惧する。

　よって、政府に対しては消防団に対して財政面をはじめとした支援の充実の検討を求める。

議員提出議案第１３号

入沢豊議員に対し謝罪と反省を求める決議

　所沢市議会議員政治倫理条例第５条（行為規範）第１号には、議員が遵守しなければならない事項として

「市民全体の代表者として、品位と名誉を保ち、議会に対する信頼を損なわないこと」との定めがあるところ、

この度、入沢豊議員が下記のような行為を行ったことが確認された。

記

１．	令和２年２月、プライベートの目的で韓国に渡航した際、議員に義務付けられている渡航届の提出を怠ったこと。

２．	令和５年６月定例会閉会後、自身のフェイスブック等において事実とは異なる内容も含め、これまでの

議会運営や議会改革に対して批判的な投稿を繰り返し行ったこと。

３．	令和５年１０月６日、所沢まちづくりセンターにおいて執り行われた所沢市戦没者追悼式の開式直前、

島田一隆議長に執拗につきまとった上で恐喝ともとれるような発言を繰り返し、精神的苦痛を与えたこと。

　これらの行為は市民全体の代表者である議員として相応しくない行為であり、議会に対する信頼を著しく

損なうものである。

　よって、入沢豊議員に対し、市民からの信頼を失墜させる自らの行為について真摯に謝罪と反省をするよう

強く求めるものである。
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ところざわ市議会だより 第２０９号第２０９号

【討論】市長提出議案に賛成・反対反対

神戸議員

令和５年１２月定例会　審議結果 徹底
審議

議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結　果
議案第119号 令和5年度所沢市一般会計補正予算（第6号）

予　算

原案可決

議案第120号 令和5年度所沢市交通災害共済特別会計補正予算（第1号）
議案第121号 令和5年度所沢市所沢都市計画事業狭山ケ丘土地区画整理特別会計補正予算（第2号）
議案第122号 令和5年度所沢市所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理特別会計補正予算（第2号）
議案第123号 令和5年度所沢市国民健康保険特別会計補正予算（第2号）
議案第124号 令和5年度所沢市介護保険特別会計補正予算（第2号）
議案第125号 令和5年度所沢市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）
議案第126号 令和5年度所沢市水道事業会計補正予算（第1号）
議案第127号 令和5年度所沢市下水道事業会計補正予算（第1号）
議案第128号 所沢市市長の給料の特例に関する条例制定について

総務経済
議案第129号

所沢市一般職の任期付職員の採用等に関する条例及び所沢市一般職員の給与等に関する条例の一部を
改正する条例制定について

議案第130号
所沢市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例及び所沢市常勤の特別職の職員の給与等に
関する条例の一部を改正する条例制定について

議案第131号 所沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について 健康福祉
議案第132号 所沢市立学校設置条例の一部を改正する条例制定について 市民文教

労使関係にない議員は人事院勧告

に縛られるべきものではなく、地

方議会議員は自ら条例によって期

末手当等の改定が可能であること

から、論理必然的に人事院勧告が

期末手当の増額の根拠とはなり得

ない。実質賃金の上昇と、さらな

る行財政改革を推進し、市民生活

を改善・向上させていくことが最

優先である。

今回のシステム改修は、住民票や戸籍の附票への氏名等の振り仮名を記載

し、３年後にはマイナンバーカードへの振り仮名・ローマ字表記を実施

するためのものである。マイナンバー制度はプライバシーの侵害のリス

クが避けられないため、制度拡大につながる、今回

のシステム変更は認められない。

今回の賦課限度額の引き上げは、加入する低所得者

への配慮をしているが、その分、中・高所得者の負

担が重くなっており、加入している４万８,８8３世

帯中１,１２５世帯が増額の影響を受けてしまう。

反対

議案第１３０号　所沢市議会の議員の議員報酬及

び費用弁償等に関する条例及び所沢市常勤の特別

職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する

条例制定について

反対
議案第１１９号　令和５年度所沢市一般会計補正予算（第６号）

住民記録システム等改修事業（住民票等への振り仮名記載対応）

反対
議案第１３１号　所沢市国民健康保険税

条例の一部を改正する条例制定について

中井議員

市長選挙の公約どおりの議案が提出されて

いるが、市長１人が給料の３０％を減額し

たことで生み出された財政によるプラスの

影響を市民３４万人が感じられるだろうか。

市民も新市長に多大な期待を寄せているの

で、市民のためにより多くの事を積極的に

やっていただくほうが良策だと考える。市長

には取るものをしっかりとって頂き、市民の

期待に十分に応えていただきたい。

賦課限度額は、課税所得の上限があるため、賦課限度

額の引き上げは一定以上の金額になると逆進性が発生

している。負担増を毎年のように求めるのならば、国

民健康保険運営協議会のメンバーに、負担増になる方

や国民健康保険制度に精通している方に入っていただ

くことを検討するべきである。この１0年で加入者数が

大きく減少し、制度そのものの維持が危ぶまれている

が、国では一向に制度の見直しがされない。今回は国

に対して一言申し上げたいとの思いから、反対する。

反対
議案第１２８号　所沢市市長の給料の特例に関す

る条例制定について
反対

議案第１３１号　所沢市国民健康保険税条例の一部を改正

する条例制定について

末吉議員斉藤議員

市長提出議案（２５件） ■賛否の分かれた議案等	 	については、議員別賛否一覧をご覧ください。

市長職は極めて重要な役職であり、その職務には高い責任が伴う。報酬の削減が、市長のモチベー

ション低下を招く可能性が懸念され、本議案は４年間に限定されているものの、市長職の報酬削減が

今後、有能な候補者が市長に立候補する意思を削ぐ可能性があることも、考慮しなければならない。

しかしながら、本議案は小野塚市長が「所沢を日本一のまちにする」という強い決意を表明したもの

であり、１つでも多くの事業を実現させたいという市長の情熱と献身を尊重したいと考える。 長谷川議員

賛成 議案第１２８号　所沢市市長の給料の特例に関する条例制定について
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令和６年（２０２４年） ２月１５日 ところざわ市議会だより

請 願（４件）

番　	号 件　　　名 付託委員会 結　　果
第 ４ 号 加齢性難聴問題に対する所沢市の施策を充実してください

健康福祉

趣旨採択

第 ５ 号
未成年者に対するあらゆるｍＲＮＡワクチンの接種券を対象者への一斉交付ではなく、申請者にのみ交付す
ることを求める請願

不採択
第 ６ 号

所沢市における新型コロナの実態並びにワクチンの副反応及び後遺症の実態を市のホームページ等に掲載し、
市民が正しく自己判断できるよう、開示することを求める請願

第 ７ 号 重度障害者の就労に関する請願 趣旨採択

議員提出議案（６件）

議案番号 件　　　名 結　　果
第 ８ 号 大庭祥照議員に対する議員辞職勧告決議

原案可決

第 ９ 号 所沢市議会の会期等に関する条例制定について
第１０号 所沢市議会会議規則の一部を改正する規則制定について
第１１号 市長の専決処分事項の指定について
第１２号 消防団に対する国として支援の充実の検討を求める意見書について
第１３号 入沢豊議員に対し謝罪と反省を求める決議

議案に対する各議員の賛否を表示しています。議員別賛否一覧 賛成：〇　反対：×　除斥：除
表決に加わらず：－

議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結　果
議案第133号 所沢市学校給食センター再整備事業契約締結についての一部変更について 市民文教

可　　決
議案第134号 三芳町と所沢市との公の施設の利用に関する協議について

建設環境議案第135号 所沢市と三芳町との公の施設の利用に関する協議について
議案第136号 市道路線の認定について
議案第137号 令和5年度所沢市一般会計補正予算（第7号）

ー

原案可決
議案第138号 公平委員会委員選任の同意を求めることについて

同意する諮問第 1号
～

諮問第 5号
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

決算認定（１０件）

議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結　果
認定第1号 令和4年度所沢市一般会計歳入歳出決算の認定について

決算特別 認定する

認定第2号 令和4年度所沢市交通災害共済特別会計歳入歳出決算の認定について
認定第3号 令和4年度所沢市所沢都市計画事業狭山ケ丘土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について
認定第4号 令和4年度所沢市所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について
認定第5号 令和4年度所沢市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
認定第6号 令和4年度所沢市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
認定第7号 令和4年度所沢市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
認定第8号 令和4年度所沢市水道事業決算の認定について
認定第9号 令和4年度所沢市下水道事業決算の認定について
認定第10号 令和4年度所沢市病院事業決算の認定について

※趣旨採択･･･	請願に対する議会の意思決定は、理論的には「採択」か「不採択」の２種類しかありませんが、議会としては請願の願意については十分に理

解できるが、実現性の面で確信が持てないといった場合に採られる決定の方法です。請願第４号、請願第７号は趣旨採択となりました。

議案番号

公明党 至誠自民クラブ
自由民主党・	
無所属の会

日本共産党
市民クラブ	
未来

さきがけ

と
こ
ろ
ざ
わ	

市
民
会
議

日
本
維
新
の
会

参
政
党

立
憲
民
主
党

れ
い
わ
新
選
組

植
竹　

成
年

大
久
保
竜
一

川
辺　

浩
直

亀
山　

恭
子

山
口　

浩
美

福
原　

浩
昭

谷
口　

雅
典

大
石　

健
一

大
舘舘　

隆
行

秋
田　
　

孝

斎
藤　

由
紀

佐
野　

允
彦

大
庭　

祥
照	

前
田　

浩
昭

入
沢　
　

豊

石
原　
　

昂

小
林　

澄
子

中
井
め
ぐ
み	

花
岡　

健
太

矢
作
い
づ
み

松
本　

明
信

粕
谷
不
二
夫

中　
　

毅
志

青
木　

利
幸

島
田　

一
隆

長
谷
川
礼
奈

荻
野　

泰
男

石
本　

亮
三

末
吉
美
帆
子

神
戸　

鉄
郎

斉
藤
か
お
り	

長
岡　

恵
子

赤
川　

洋
二

議案第１１９号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

（
欠
席
）

〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇

（
議
長
）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
議案第１２８号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇
議案第１３０号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ×
議案第１３１号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇
認定第１号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
認定第６号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
認定第７号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
請願第５号 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 × 〇 × ×
請願第６号 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 〇 × 〇 × ×

議員提出議案第８号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 除 － － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇
議員提出議案第９号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － － 〇 〇
議員提出議案第１０号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － － 〇 〇
議員提出議案第１１号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － － 〇 〇
議員提出議案第１３号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － － 除 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － － － 〇
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ところざわ市議会だよりところざわ市議会だより 第２０９号第２０９号

議
員
が
自
身
の
政
策
提
案
も
含
め
て
、
市

に
対
し
て
考
え
を
聞
く
の
が
一
般
質
問
で
す
。

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
が
き
っ

と
あ
り
ま
す
。

※	

各
議
員
の
一
項
目
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
す
べ
て
の

質
問
項
目
お
よ
び
動
画
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

一　
 

質
問

般

12
月
定
例
会
で
の

⬆	動画はコチラ

Ｑ
国
民
健
康
保
険
は
共
助
で

も
公
助
で
も
な
く
、
社
会
保
障

制
度
で
あ
り
、
こ
の
国
で
最
も

困
難
な
方
が
加
入
す
る
医
療
保

険
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
値
上
げ

を
許
し
て
い
い
の
か
、
全
体
で

考
え
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

Ａ
昨
今
の
物
価
上
昇
な
ど
も

相
ま
っ
て
、
大
変
厳
し
い
状
況

に
あ
る
こ
と
は
十
分
承
知
し
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
高
齢

化
や
医
療
の
高
度
化
に
伴
う
一

人
当
た
り
の
医
療
費
は
上
昇
の

一
途
を
た
ど
り
、
全
国
的
に
も

国
民
健
康
保
険
財
政
は
非
常
に

厳
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、

制
度
を
安
定
的
・
継
続
的
に
運

営
し
て
い
く
た
め
に
は
、
被
保

険
者
の
方
に
も
一
定
の
負
担
を

お
願
い
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
あ
る
。
今
後
も
、
国
民
皆
保

険
制
度
の
最
後
の
と
り
で
と
し

て
、
持
続
可
能
で
安
定
的
な
国

民
健
康
保
険
の
運
営
を
図
る
よ

う
努
め
て
い
く
と
と
も
に
、
被

保
険
者
の
方
が
制
度
へ
の
理
解

を
よ
り
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
様
々
な
機
会
を
捉
え
て
周

知
に
努
め
て
い
く
。

ところざわ
市民会議
末吉美帆子

国
民
健
康
保
険
の
未
来

値
上
げ
を
許
し
て
い
い
の
か

Ｑ
あ
ら
か
じ
め
予
定
が
決
ま

っ
て
い
る
選
挙
と
は
違
い
、
衆

議
院
議
員
選
挙
の
よ
う
に
突

然
決
ま
る
選
挙
で
は
、
予
算
や

関
連
機
器
の
確
保
の
問
題
が
あ

り
、
準
備
が
間
に
合
わ
な
い
場

合
が
あ
る
と
思
う
が
、
何
か
所

ぐ
ら
い
期
日
前
投
票
所
の
増
設

が
可
能
な
の
か
。

Ａ
期
日
前
投
票
所
の
増
設
の

課
題
と
し
て
、
施
設
面
で
は
継

続
し
て
使
用
で
き
る
こ
と
や
、

急
な
選
挙
の
場
合
に
も
使
用
が

で
き
る
施
設
の
確
保
な
ど
が
あ

る
。
予
算
面
で
は
、
人
件
費
や

事
務
費
の
ほ
か
、
パ
ソ
コ
ン
等

の
購
入
や
二
重
投
票
防
止
の
た

め
、
期
日
前
投
票
所
と
選
挙
管

理
委
員
会
を
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
回

線
で
接
続
す
る
た
め
の
敷
設
費

用
が
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
投

票
管
理
者
や
投
票
立
会
人
、
事

務
従
事
者
が
よ
り
多
く
必
要

と
な
る
た
め
、
応
援
体
制
の
整

備
・
強
化
が
必
要
と
な
る
。
こ

れ
ら
の
様
々
な
課
題
が
あ
り
、

現
時
点
で
は
、
期
日
前
投
票
所

の
増
設
の
具
体
的
な
試
算
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

至誠自民
クラブ

大舘舘　隆行

期
日
前
投
票
所
の
増
設
を

Ｑ
団
塊
の
世
代
が
全
て
後
期

高
齢
者
と
な
る
「
２
０
２
５
年

問
題
」
ま
で
、
あ
と
一
年
余
り

に
近
づ
い
て
い
る
。
要
介
護
や

要
支
援
の
認
定
後
に
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
な
ど

の
問
題
が
発
生
す
る
こ
と
は
な

い
の
か
。
介
護
難
民
対
策
と
し

て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
か
伺
う
。

Ａ
本
市
で
は
現
在
の
と
こ

ろ
、
認
定
を
受
け
て
い
て
も
必

要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
な
い
、
い
わ
ゆ
る
介
護
難
民

と
い
う
問
題
は
発
生
し
て
い
な

い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
、
高
齢
者
人
口
が
増
加
し
て

い
く
中
、
そ
う
い
っ
た
状
況
に

至
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
現
在

も
実
施
し
て
い
る
様
々
な
介
護

予
防
事
業
を
は
じ
め
、
介
護
人

材
の
確
保
の
取
組
や
介
護
施
設

の
計
画
的
な
整
備
な
ど
、
様
々

な
施
策
を
並
行
的
に
進
め
る
こ

と
で
、
介
護
保
険
制
度
の
安
定

的
な
運
営
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

れいわ新選組
赤川　洋二

「
２
０
２
５
年
問
題
」
に
向
け
て

介
護
難
民
対
策
を

Ｑ
保
健
所
を
設
置
す
る
場
所

は
、
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
の
再

整
備
と
と
も
に
考
え
る
べ
き

だ
と
、
こ
れ
ま
で
発
言
し
て
き

た
。
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
再
整

備
基
本
計
画
に
は
、
前
市
長
の

考
え
で
、
保
健
所
の
設
置
は
記

載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
市
長
が

変
わ
っ
た
こ
と
で
、
方
針
変
更

も
可
能
で
は
な
い
か
。
同
一
敷

地
内
に
あ
る
所
沢
准
看
護
学

院
の
在
り
方
や
、
隣
接
す
る
南

山
公
園
と
の
一
体
化
を
再
検
討

す
れ
ば
、
こ
の
場
所
に
保
健
所

を
設
置
す
る
こ
と
も
可
能
だ
と

考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺

う
。

Ａ
中
核
市
移
行
の
総
合
的
な

調
査
・
準
備
を
行
う
た
め
に
中

核
市
移
行
準
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
組
織
し
た
。
そ
の

役
割
と
し
て
、
移
譲
さ
れ
る
権

限
や
課
題
を
整
理
し
、
そ
の
解

決
策
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
そ
の
課
題
の
一
つ
と
し

て
、
保
健
所
の
設
置
場
所
も
入

っ
て
い
る
。
提
案
の
内
容
も
含

め
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

で
検
討
し
て
い
く
も
の
と
考
え

て
い
る
。

至誠自民
クラブ

大石　健一

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
に

保
健
所
の
設
置
を
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令和６年（２０２４年） ２月１５日 ところざわ市議会だよりところざわ市議会だより

Ｑ
山
口
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
の
第
二
駐
車
場
が
、
今
後
借

り
る
こ
と
が
で
き
な
い
可
能
性

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
利
用

す
る
地
域
住
民
の
利
便
性
が

極
度
に
悪
く
な
る
。
第
二
駐
車

場
の
隣
に
は
民
間
の
駐
車
場

が
あ
り
、
そ
こ
も
含
め
て
借
り

る
か
、
あ
る
い
は
購
入
す
る
な

ど
、
市
と
し
て
様
々
な
手
だ
て

を
考
え
て
も
ら
え
な
い
か
伺

う
。

Ａ
第
二
駐
車
場
の
契
約
期
間

が
令
和
５
年
７
月
末
で
満
了
と

な
る
た
め
、
地
権
者
に
契
約
更

新
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
諸

事
情
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
の
契
約
は
難
し
い
と
の
申
し

出
が
あ
っ
た
。
引
き
続
き
交
渉

を
し
た
結
果
、
令
和
６
年
３
月

ま
で
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
た

が
、
そ
の
後
に
つ
い
て
は
現
在

も
交
渉
を
続
け
て
い
る
。
引
き

続
き
、
第
二
駐
車
場
を
借
り
る

方
向
で
、
地
権
者
と
協
議
し
て

い
き
た
い
。
第
二
駐
車
場
の
拡

張
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
利
用

頻
度
や
費
用
対
効
果
な
ど
も
含

め
、
慎
重
に
判
断
し
て
い
く
。

自由民主党・
無所属の会
入沢　　豊

山
口
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の

第
二
駐
車
場
の
存
続
を

Ｑ
不
登
校
と
な
る
要
因
は

様
々
で
あ
り
、
生
活
困
窮
な
ど

の
家
庭
環
境
や
学
力
の
格
差
、

い
じ
め
な
ど
の
人
間
関
係
、
病

に
よ
る
も
の
な
ど
が
背
景
に
あ

る
と
考
え
る
。
不
登
校
と
な
る

児
童
生
徒
の
実
情
を
ど
の
よ
う

に
認
識
し
、
不
登
校
が
増
加
傾

向
に
あ
る
本
市
で
の
支
援
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
の
か
、
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
不
登
校
と
な
る
児
童
生
徒

は
全
国
的
に
増
加
傾
向
で
あ

り
、
本
市
に
お
い
て
も
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。
私
は
、
子
育
て

施
策
を
重
点
に
掲
げ
て
い
る

が
、
不
登
校
の
児
童
生
徒
や
そ

の
保
護
者
に
対
し
て
、
心
情
に

寄
り
添
い
な
が
ら
相
談
に
乗

る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
不
登
校
に
な
ら
な

い
環
境
づ
く
り
は
大
変
重
要
だ

と
考
え
て
お
り
、
今
後
は
、
教

育
委
員
会
と
関
係
各
課
、
関
係

団
体
と
の
連
携
を
一
層
図
り
、

全
て
の
児
童
生
徒
が
学
校
や
地

域
で
安
心
し
て
楽
し
く
過
ご
せ

る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

公明党
植竹　成年		

不
登
校
児
童
生
徒
に

し
っ
か
り
寄
り
添
う
支
援
を

Ｑ
市
長
は
選
挙
で
数
多
く
の

無
償
化
政
策
の
実
現
を
訴
え
て

い
た
が
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
無

償
化
政
策
を
実
現
す
る
に
は
、

財
源
を
ど
う
す
る
の
か
。
市
は

株
式
会
社
ワ
ル
ツ
所
沢
の
最
大

株
主
で
あ
る
た
め
、
保
有
し
て

い
る
株
を
全
て
売
却
し
、
財
源

に
充
て
る
こ
と
も
選
択
肢
と
す

る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

Ａ
ワ
ル
ツ
ビ
ル
を
管
理
す
る

株
式
会
社
ワ
ル
ツ
所
沢
は
、
安

定
経
営
の
方
針
の
下
、
着
実
に

事
業
を
実
施
し
、
建
設
時
か
ら

負
っ
て
い
る
使
命
を
果
た
し
て

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
所
沢
駅

周
辺
で
は
、
令
和
６
年
に
大
型

商
業
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
、
ま

す
ま
す
の
に
ぎ
わ
い
が
想
定
さ

れ
、
ワ
ル
ツ
ビ
ル
は
こ
の
エ
リ

ア
の
中
核
を
担
う
べ
き
存
在
だ

と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
ワ
ル

ツ
ビ
ル
の
持
続
的
な
繁
栄
を
図

り
、
関
係
者
の
思
い
に
応
え
る

た
め
に
も
、
市
は
株
式
会
社
ワ

ル
ツ
所
沢
の
株
主
と
し
て
関
与

す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
り
、
株

式
の
売
却
は
考
え
て
い
な
い
。

自由民主党・
無所属の会
佐野　允彦

市
長
公
約
の
実
現
に
向
け

独
自
の
歳
入
確
保
策
を

Ｑ
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に

は
、
公
民
館
の
社
会
教
育
の
場

と
し
て
の
機
能
を
守
り
、
引
き

続
き
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
考
え
る
が
、
市
民
の

生
涯
教
育
の
拠
点
と
し
て
公
民

館
を
残
し
て
い
く
気
持
ち
が
あ

る
か
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
、
地
域
課
題
の
解
決
へ
の
取

組
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い

る
一
方
で
、
社
会
教
育
施
設
で

あ
る
公
民
館
と
し
て
、
市
民
学

習
活
動
の
拠
点
と
し
て
も
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
先
日
開
催

さ
れ
た
説
明
会
に
出
席
さ
れ
た

方
か
ら
、
公
民
館
機
能
が
教
育

委
員
会
か
ら
市
長
部
局
に
移
管

さ
れ
て
も
、
学
ぶ
こ
と
と
、
ま

ち
づ
く
り
の
相
乗
効
果
に
よ
っ

て
、
今
ま
で
以
上
に
公
民
館
が

地
域
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
よ
い
と
の
意
見
が

あ
っ
た
と
伺
っ
た
。
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
さ
ら
に

高
め
て
、
引
き
続
き
、
市
民
が

主
役
の
地
域
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

日本共産党
花岡　健太

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の

公
民
館
機
能
の
継
続
を

Ｑ
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

よ
り
、
ご
み
有
料
化
制
度
を
推
進

し
て
い
く
べ
き
と
の
答
申
を
受
け

て
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で
ご
み
有
料

化
は
決
定
事
項
で
は
な
い
旨
の
答

弁
が
続
い
て
き
た
。
家
計
の
負
担

に
直
結
す
る
ご
み
袋
有
料
化
は
、

環
境
へ
の
理
解
の
醸
成
や
実
社
会

に
も
な
じ
ま
な
い
と
考
え
る
。
市

長
は
選
挙
の
際
に
、
環
境
政
策
と

し
て
ご
み
有
料
化
に
反
対
の
考
え

を
表
明
し
て
い
た
が
、
今
日
の
社

会
情
勢
や
市
民
に
不
安
が
広
が
る

こ
と
へ
の
影
響
を
踏
ま
え
、
ご
み

袋
有
料
化
の
議
論
を
凍
結
・
廃
止

す
る
と
明
言
さ
れ
て
は
ど
う
か
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
私
は
既
に
ご
み
有
料
化

は
、
反
対
の
考
え
だ
と
言
っ
て

い
る
。
た
だ
し
、
廃
棄
物
減
量

等
推
進
審
議
会
で
の
ご
み
の
減

量
の
議
論
で
は
、
様
々
な
視
点

か
ら
自
由
に
議
論
が
さ
れ
る
べ

き
だ
と
は
考
え
て
い
る
。
そ
の

上
で
、
ご
み
減
量
化
施
策
に
つ

い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を

排
除
せ
ず
に
調
査
・
研
究
を
継

続
し
て
い
く
こ
と
が
、
自
治
体

と
し
て
の
役
割
だ
と
認
識
し
て

い
る
。

自由民主党・
無所属の会
石原　　昂

ご
み
袋
有
料
化
議
論
の
凍
結
を

Ｑ
市
長
は
修
学
旅
行
の
無
料

化
を
政
策
と
し
て
掲
げ
て
い
る

が
、
林
間
学
校
も
無
料
化
し
て

い
く
の
か
。
70
歳
以
上
の
方
の

と
こ
ろ
ワ
ゴ
ン
や
と
こ
ろ
バ
ス

の
無
料
化
は
、
国
に
申
請
し
て

料
金
改
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
修
学
旅
行
の
無
料
化

は
財
源
の
問
題
だ
け
で
あ
る
。

今
定
例
会
で
繰
越
金
の
補
正

予
算
が
提
出
さ
れ
た
が
、
来
年

度
へ
の
繰
越
金
は
約
１
０
０
億

円
で
あ
り
、
財
政
調
整
基
金
を

取
り
崩
せ
ば
、
令
和
６
年
度
か

ら
修
学
旅
行
の
無
料
化
を
実

施
で
き
る
と
考
え
る
が
、
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
私
の
公
約
と
し
て
、
ま
ず

や
る
べ
き
こ
と
と
し
て
は
、
小

中
学
校
の
給
食
費
の
無
料
化
を

上
げ
て
い
る
。
修
学
旅
行
の
無

料
化
を
含
め
た
そ
れ
以
外
の
事

業
に
つ
い
て
は
、
公
約
の
進
捗

や
市
の
財
政
状
況
な
ど
を
踏
ま

え
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。
な

お
、
林
間
学
校
の
無
料
化
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
。

ところざわ
市民会議
石本　亮三

ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
政
策
の
実
現
を
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Ｑ
新
所
沢
東
地
域
に
は
、
市

民
体
育
館
や
所
沢
北
高
校
な

ど
、
多
く
の
人
が
行
き
交
う
施

設
が
あ
る
が
、
令
和
５
年
11
月

に
、
所
沢
美
原
総
合
病
院
が
開

設
し
、
人
の
通
行
が
さ
ら
に
増

え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
駅

か
ら
国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で
は
、

視
覚
障
が
い
者
用
の
通
路
や
誘

導
ブ
ロ
ッ
ク
が
整
備
さ
れ
て
い

る
の
で
、
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
を
市

民
体
育
館
と
所
沢
美
原
総
合

病
院
ま
で
延
長
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
、
見
解
を
伺
う
。

Ａ
国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
ま
で
は
視

覚
障
害
者
用
の
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク

が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
市
民
体

育
館
は
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
の
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
に
な
っ
て
お
り
、
所
沢
美
原

総
合
病
院
に
つ
い
て
も
救
急
病

院
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
視
覚
障
害
者
用

の
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
の
早
期
の
整

備
に
向
け
て
、
現
地
を
調
査
し

た
上
で
検
討
し
て
い
く
。

公明党
川辺　浩直

視
覚
障
が
い
者
用

誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
の
整
備
を

Ｑ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
老

人
憩
の
家
の
入
浴
施
設
は
、
現

在
も
利
用
中
止
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
弘
法
の
湯
（
金
山

町
）
の
廃
業
に
伴
い
、
公
衆
浴

場
老
人
入
浴
料
助
成
事
業
も

令
和
５
年
12
月
末
を
も
っ
て
終

了
と
な
る
。
一
人
で
暮
ら
す
高

齢
者
の
入
浴
は
経
済
的
に
も

様
々
な
面
で
負
担
が
あ
り
、
入

浴
施
設
の
再
開
を
待
つ
方
が
数

多
く
い
る
。
日
々
稼
働
し
て
い

る
施
設
で
、
市
民
が
求
め
て
い

る
入
浴
施
設
の
み
が
使
用
で
き

な
い
の
は
、
高
齢
者
の
健
康
維

持
に
対
し
相
反
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
入
浴
施
設
を
再
開

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長
の

見
解
を
伺
う
。

Ａ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
老

人
憩
の
家
は
、
高
齢
の
方
が
安

全
に
安
心
し
て
施
設
を
利
用
し

て
も
ら
え
る
こ
と
が
最
も
重
要

だ
と
考
え
て
お
り
、
感
染
症
の

リ
ス
ク
を
考
慮
し
、
入
浴
施
設

の
再
開
を
見
送
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
多
く
の
方
に
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
引
き

続
き
、
魅
力
的
な
施
設
の
運
営

に
努
め
て
い
く
。

公明党
山口　浩美

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
老
人
憩
の
家

入
浴
施
設
の
再
開
を

Ｑ
川
越
市
で
は
小
中
学
校
全

54
校
の
体
育
館
の
空
調
設
備
の

熱
源
を
、
停
電
時
で
も
稼
働
で

き
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
に
し
た
。
本
市

は
11
行
政
区
あ
る
の
で
、
最
低

で
も
各
行
政
区
に
一
つ
は
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
を
使
用
し
た
避
難
所
が
必

要
で
あ
る
。
市
長
も
選
挙
公
報

に
、
市
内
全
小
中
学
校
の
体
育

館
に
エ
ア
コ
ン
設
置
、
子
ど
も

た
ち
が
快
適
に
学
べ
る
環
境
を

整
備
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
方
に
も
利
用
し
や
す
く
す
る

と
あ
る
。
ま
た
、
防
災
に
強
い

ま
ち
の
実
現
に
も
取
り
組
む
と

し
て
い
る
の
で
、
災
害
時
の
こ

と
も
考
慮
に
入
れ
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解

を
伺
う
。

Ａ
近
年
の
記
録
的
な
猛
暑
を

受
け
、
児
童
生
徒
の
学
習
環
境

の
向
上
に
加
え
、
災
害
時
の
避

難
所
と
し
て
の
機
能
を
考
慮
し

た
エ
ア
コ
ン
設
置
を
進
め
る
た

め
、
教
育
委
員
会
と
協
議
し
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

広
域

連
携

に
よ

る

住
宅

リ
フ

ォ
ー

ム
補

助
制

度
の

創
設

を

至誠自民
クラブ

秋田　　孝

災
害
時
を
考
慮
し
た
小
中
学
校

体
育
館
へ
の
空
調
設
備
の
整
備
を

Ｑ
市
長
の
公
約
に
は
、
70
歳

以
上
の
方
の
と
こ
ろ
バ
ス
、
と

こ
ろ
ワ
ゴ
ン
の
無
料
化
が
揚
げ

ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
利
用
者

が
増
加
傾
向
に
あ
る
と
こ
ろ
ワ

ゴ
ン
だ
が
、
今
後
、
地
域
の
公

共
交
通
と
し
て
、
様
々
な
事
業

展
開
を
行
っ
て
い
く
の
か
、
市

長
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
令
和
３
年
４
月
に
実
証
運

行
と
し
て
開
始
し
た
三
ケ
島
地

区
と
こ
ろ
ワ
ゴ
ン
だ
が
、
利
用

者
が
年
々
増
加
し
て
お
り
、
地

域
の
移
動
手
段
と
し
て
定
着
し

た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
実
証

運
行
が
終
了
す
る
令
和
６
年
４

月
以
降
も
と
こ
ろ
ワ
ゴ
ン
を
運

行
し
、
地
域
住
民
や
三
ケ
島
地

区
を
訪
れ
る
方
の
移
動
手
段
と

し
て
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
る
。
公
共
交
通
の
今

後
の
事
業
展
開
だ
が
、
公
約
に

掲
げ
た
、
70
歳
以
上
の
方
の
と

こ
ろ
バ
ス
、
と
こ
ろ
ワ
ゴ
ン
の

無
料
化
を
は
じ
め
、
誰
も
が
気

軽
に
出
か
け
ら
れ
、
笑
顔
で
生

き
生
き
と
生
活
で
き
る
よ
う
、

公
共
交
通
を
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

市民クラブ
未来

中　　毅志

気
軽
に
利
用
で
き
る

夢
の
公
共
交
通
を
目
指
し
て

Ｑ
清
流
か
わ
せ
み
橋
（
下
安

松
）
は
高
低
差
が
あ
り
、
大
雨

に
な
る
と
、
清
流
苑
方
面
（
市

道
１
‐
９
７
３
号
線
か
ら
市
道

１
‐
８
９
２
号
線
）
に
雨
水
が

流
れ
て
い
き
、
雨
水
が
排
水
さ

れ
ず
、
道
路
一
帯
が
大
き
な
水

た
ま
り
に
な
り
、
付
近
の
私
有

地
に
雨
水
が
流
れ
込
み
、
水
浸

し
に
な
っ
て
困
っ
て
い
る
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
対
応
策
を

検
討
し
て
も
ら
え
な
い
か
、
見

解
を
伺
う
。

Ａ
道
路
一
帯
が
大
き
な
水
た

ま
り
に
な
っ
た
箇
所
に
は
、
浸

透
雨
水
桝ま

す

を
設
置
し
て
い
る

が
、
台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な

ど
一
定
規
模
以
上
の
大
雨
の
際

は
、
雨
水
の
流
入
に
対
し
、
地

下
に
浸
透
す
る
容
量
を
超
え

て
し
ま
い
、
道
路
冠
水
が
生
じ

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
今

後
は
必
要
に
応
じ
て
浸
透
雨
水

桝ま
す

の
清
掃
を
行
う
と
と
も
に
、

清
流
か
わ
せ
み
橋
の
北
側
の
道

路
か
ら
の
雨
水
の
流
入
に
つ
い

て
も
、
道
路
の
高
さ
や
雨
水
の

流
れ
を
調
査
し
、
雨
水
の
流
入

抑
制
が
で
き
る
か
ど
う
か
の
検

討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

立憲民主党
長岡　恵子

ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策

防
災
に
強
い
ま
ち
の
実
現
を

Ｑ
開
智
所
沢
小
学
校
と
開
智

所
沢
中
等
教
育
学
校
が
令
和

６
年
４
月
に
開
校
す
る
。
初
年

度
の
生
徒
数
は
５
４
０
名
だ

が
、
最
終
的
に
は
職
員
を
含
め

て
３
、
２
０
０
名
に
な
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
地
元
の
市
民
か

ら
は
、
朝
夕
の
東
所
沢
駅
前
通

り
の
歩
道
の
混
雑
が
予
想
さ

れ
、
通
勤
通
学
へ
の
影
響
に
か

な
り
懸
念
の
声
も
出
て
い
る
。

歩
道
が
未
整
備
と
な
っ
て
い
る

東
所
沢
公
園
入
口
信
号
か
ら
開

智
学
園
ま
で
の
約
６
５
０
ｍ
の

区
間
の
歩
道
の
整
備
を
進
め
て

ほ
し
い
と
考
え
る
が
、
見
解
を

伺
う
。

Ａ
東
所
沢
公
園
入
口
信
号
か

ら
開
智
学
園
ま
で
の
歩
道
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年

４
月
の
開
智
学
園
の
開
校
に
伴

い
、
児
童
生
徒
な
ど
の
通
学
時

の
駅
前
の
歩
道
の
通
行
者
の
増

加
が
予
想
さ
れ
る
。
今
後
は
、

歩
道
の
利
用
状
況
を
確
認
し
、

歩
道
空
間
の
確
保
な
ど
の
検
討

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

市民クラブ
未来

松本　明信

東
所
沢
駅
前
通
り
の歩

道
の
整
備
を
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Ｑ
市
長
は
、
子
育
て
５
つ
の

無
料
化
政
策
を
公
約
に
掲
げ
て

い
る
が
、
無
料
化
に
係
る
予
算

額
と
財
源
は
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

無
料
化
政
策
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
将
来
に
わ
た
り
子
ど
も
た

ち
に
負
債
が
残
る
こ
と
は
な
い

の
か
、
市
長
に
見
解
を
伺
う
。

Ａ
18
歳
ま
で
の
医
療
費
完
全
無

料
化
は
、
対
象
年
齢
の
拡
大
部
分

で
年
間
約
２
億
円
、
小
中
学
校
の

給
食
費
無
料
化
は
、
年
間
約
13
億

円
の
費
用
を
見
込
ん
で
い
る
。
そ

の
他
の
３
つ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

今
後
さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は

具
体
的
な
数
字
を
答
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
財
源
は
、
国
庫
補
助

金
な
ど
の
特
定
財
源
を
見
込
め
な

い
こ
と
か
ら
、
一
般
財
源
に
よ
る

措
置
を
考
え
て
い
る
。
事
業
の
財

源
は
市
債
（
借
金
）
を
財
源
と
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
当
該

年
度
の
歳
入
を
財
源
と
し
て
実
施

す
る
。
し
か
し
、
借
金
は
し
な
い

も
の
の
、
各
年
度
の
財
源
に
も
限

り
が
あ
る
た
め
、
事
業
の
取
捨
選

択
は
、
将
来
に
わ
た
り
子
ど
も
た

ち
に
影
響
の
出
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

自由民主党・
無所属の会
前田　浩昭

公
約
実
現
の
た
め
の

財
源
確
保
の
公
表
を

Ｑ
地
域
通
貨
事
業
の
目
的
と

し
て
は
、
地
域
内
の
経
済
循
環

を
促
す
こ
と
や
、
地
域
課
題
の

解
決
を
図
り
、
地
域
一
丸
と
な
っ

て
持
続
可
能
な
ま
ち
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
令

和
５
年
６
月
定
例
会
の
一
般
質

問
で
は
、
地
域
通
貨
の
導
入
に

向
け
て
研
究
し
て
い
る
段
階
と

の
答
弁
だ
っ
た
が
、
地
域
通
貨
の

導
入
を
公
約
に
掲
げ
て
い
る
市

長
に
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
う
。

Ａ
地
域
通
貨
は
、
地
域
経
済

の
活
性
化
や
地
域
課
題
の
解
決

に
役
立
つ
だ
け
で
な
く
、
本
市

の
施
策
や
事
業
に
幅
広
く
活
用

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
が

進
ん
だ
社
会
で
は
、
市
民
参
加

の
一
形
態
と
し
て
も
、
自
治
体

の
標
準
装
備
に
な
り
得
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

も
、
庁
内
で
検
討
を
重
ね
て
き

た
経
緯
が
あ
る
の
で
、
活
用
で

き
る
取
組
な
ど
、
導
入
に
向
け

た
体
制
づ
く
り
も
含
め
、
引
き

続
き
研
究
を
進
め
て
い
く
。 公明党

大久保竜一

地
域
通
貨
導
入
の
検
討
を

Ｑ
愛
媛
県
松
山
市
で
は
、
少

子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
プ
レ

コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
を
推
進

し
て
い
る
。
令
和
５
年
８
月
よ

り
、
18
歳
以
上
30
歳
未
満
の
女

性
を
対
象
と
し
て
、
３
万
円
を

上
限
に
、
卵
子
の
数
な
ど
体
の

状
態
を
調
べ
る
プ
レ
コ
ン
チ
ェ

ッ
ク
費
用
の
助
成
を
開
始
し

た
。
こ
の
検
査
に
は
、
健
康
保

険
が
適
用
さ
れ
な
い
た
め
、
約

２
万
円
か
ら
４
万
円
の
費
用
が

か
か
り
、
多
く
の
女
性
が
検
査

を
た
め
ら
っ
て
し
ま
う
現
状
も

あ
る
。
本
市
で
も
、
プ
レ
コ
ン

チ
ェ
ッ
ク
費
用
の
助
成
が
で
き

な
い
か
、
見
解
を
伺
う
。

Ａ
プ
レ
コ
ン
チ
ェ
ッ
ク
費
用

の
助
成
は
、
助
成
対
象
者
や
助

成
検
査
項
目
、
効
果
的
な
実
施

方
法
な
ど
の
研
究
が
必
要
だ
と

考
え
る
。
現
時
点
で
は
、
ま
ず

は
多
く
の
方
に
プ
レ
コ
ン
セ
プ

シ
ョ
ン
ケ
ア
の
大
切
さ
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
自
身
の
健
康
、

生
活
習
慣
を
見
つ
め
直
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

て
い
る
の
で
、
様
々
な
機
会
を

捉
え
て
周
知
・
啓
発
に
注
力
し

て
い
く
。

公明党
亀山　恭子

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
?
の

推
進
を

Ｑ
発
達
障
が
い
を
抱
え
る
未

就
学
児
の
保
護
者
が
フ
ル
タ
イ

ム
で
就
労
で
き
る
よ
う
に
、
市

は
対
処
す
る
姿
勢
は
あ
る
か
、

見
解
を
伺
う
。

Ａ
障
害
児
の
療
育
の
ニ
ー
ズ

に
加
え
、
働
く
保
護
者
の
長
時

間
の
預
か
り
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
制
度

で
は
、
児
童
発
達
支
援
と
日
中

一
時
支
援
な
ど
、
そ
の
他
の
サ

ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
た
利
用

が
中
心
と
な
る
。
国
で
も
、
障

害
者
の
家
族
の
就
労
支
援
は

日
中
一
時
支
援
事
業
の
目
的
の

一
つ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後

は
障
害
福
祉
の
制
度
だ
け
で

な
く
、
様
々
な
制
度
、
社
会
資

源
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
総
合

的
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
も
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。
市
と
し
て

は
、
今
後
の
国
で
の
議
論
と
動

向
を
注
視
し
つ
つ
、
現
在
課
題

を
抱
え
る
家
庭
に
対
し
て
は
、

児
童
発
達
支
援
と
日
中
一
時
支

援
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合

わ
せ
た
利
用
な
ど
、
子
ど
も
や

家
庭
の
状
況
を
丁
寧
に
伺
い
な

が
ら
、
対
応
や
調
整
を
行
っ
て

い
く
。

さきがけ
長谷川礼奈

発
達
障
が
い
を
抱
え
る

未
就
学
児
を
持
つ
家
庭
へ
の
支
援
を

Ｑ
市
長
は
、
選
挙
公
約
ど
お

り
中
核
市
移
行
に
関
し
て
進
め

る
こ
と
を
表
明
し
た
。
中
核
市

に
な
る
こ
と
で
、
県
の
権
限
の

一
部
を
市
が
担
う
こ
と
に
な
る

が
、
業
務
が
ど
の
程
度
増
え
、

新
規
に
採
用
す
る
人
材
は
ど
の

程
度
必
要
に
な
る
の
か
伺
う
。

Ａ
中
核
市
に
移
行
し
た
先
行

自
治
体
の
最
近
の
状
況
で
は
、

お
お
む
ね
２
，
０
０
０
件
の
事

務
が
移
譲
さ
れ
て
い
る
。
代
表

的
な
事
務
と
し
て
、
保
健
所
を

設
置
し
て
運
営
す
る
保
健
衛
生

分
野
が
最
も
多
く
、
感
染
症
や

難
病
対
策
、
飲
食
店
の
営
業
許

可
や
監
視
指
導
な
ど
を
行
う
。

保
健
所
以
外
の
主
な
も
の
と
し

て
は
、
廃
棄
物
処
理
施
設
の
許

可
、
教
職
員
の
研
修
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。
中
核
市
と
し
て
の

事
務
を
適
切
に
処
理
し
て
い
く

た
め
に
は
、
専
門
職
の
人
材
確

保
も
含
め
人
員
を
配
置
す
る
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

中
核
市
に
移
行
し
た
同
規
模
の

他
市
の
事
例
で
は
、
職
員
を
85

名
程
度
増
員
し
た
と
伺
っ
て
い

る
。

日本維新の会
神戸　鉄郎

中
核
市
移
行
に
伴
う

あ
ら
ゆ
る
変
化
に
適
切
な
対
応
を

Ｑ
米
軍
横
田
基
地
所
属
の
Ｃ

Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
が
、
令
和
５

年
11
月
に
鹿
児
島
県
屋
久
島

沖
で
墜
落
し
た
。
オ
ス
プ
レ
イ

は
開
発
段
階
か
ら
墜
落
事
故

が
相
次
ぎ
、
多
く
の
乗
組
員
が

死
亡
し
て
お
り
、
報
道
で
は
、

63
人
の
死
亡
の
う
ち
、
戦
闘
に

よ
る
死
者
は
一
人
も
な
く
、
全

て
墜
落
事
故
に
よ
る
も
の
と
の

こ
と
で
あ
る
。
オ
ス
プ
レ
イ
の

市
内
上
空
で
の
飛
行
中
止
を
国

に
求
め
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
本
市
が
加
盟
す
る
埼
玉
県

基
地
対
策
協
議
会
を
通
じ
て
、

オ
ス
プ
レ
イ
に
限
ら
ず
、
米
軍

の
航
空
機
を
本
市
に
飛
来
さ
せ

な
い
よ
う
既
に
国
に
要
請
し
て

い
る
。
今
回
の
墜
落
事
故
に
つ

い
て
は
、
機
体
そ
の
も
の
に
問

題
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と

し
て
、
現
在
、
米
軍
は
、
世
界

に
配
備
さ
れ
て
い
る
全
て
の
オ

ス
プ
レ
イ
の
飛
行
を
停
止
し
て

い
る
。
今
後
も
、
米
軍
に
よ
る

調
査
結
果
の
発
表
と
そ
れ
に
対

す
る
政
府
の
対
応
を
注
視
し
た

上
で
、
必
要
に
応
じ
て
県
や
近

隣
市
と
共
に
考
え
て
い
く
。 日本共産党

矢作いづみ

所
沢
上
空
で
の

米
軍
航
空
機
の
飛
行
中
止
を

? 若い男女が将来のライフプランを考えて、日々の生活や健康と向き合うことです。次世代を担う子どもの健康にもつながるとして、
近年注目されているヘルスケアです。11 10
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Ｑ
自
分
の
住
ん
で
い
る
郷
土

の
歴
史
を
知
る
こ
と
は
、
学
習

効
果
以
外
に
も
郷
土
愛
に
つ
な

が
り
、
地
域
の
結
び
つ
き
を
強

め
る
な
ど
、
様
々
な
効
果
が
期

待
で
き
る
。
子
ど
も
た
ち
へ
の

教
育
の
観
点
か
ら
常
設
の
歴
史

資
料
館
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
、
今
後
、
歴
史
資
料
館
の
開

設
計
画
は
あ
る
の
か
伺
う
。

Ａ
歴
史
資
料
館
の
開
設
計
画

は
な
い
が
、
市
制
施
行
60
周
年
記

念
事
業
と
し
て
の
博
物
館
構
想
が

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
財
政
状

況
や
学
校
施
設
の
耐
震
化
、
教
育

施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
策
な
ど
緊

急
を
要
す
る
課
題
に
対
応
し
て
き

た
た
め
、
実
現
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
ふ
る
さ
と
所
沢
を
愛
す
る
心

を
育
て
る
た
め
に
も
、
本
市
の
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
所
沢
の

豊
か
な
歴
史
文
化
に
ふ
れ
る
機
会

を
創
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
郷
土
資
料
が
劣
化
し
、
散

逸
し
つ
つ
あ
る
現
状
で
あ
る
こ
と

か
ら
も
、
こ
れ
ら
を
後
世
に
伝
え

て
い
く
た
め
の
施
設
整
備
は
喫
緊

の
課
題
だ
と
認
識
し
て
お
り
、
そ

の
実
現
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て

い
る
。

参政党
斉藤かおり

郷
土
愛
に
つ
な
が
る

歴
史
資
料
館
の
開
設
を

市議会インター
ネット中継は
コチラから➡

Ｑ
野
良
猫
を
増
や
さ
な
い
一

番
の
対
策
は
不
妊
手
術
で
あ

る
。
市
内
に
は
、
さ
く
ら
ね
こ

無
料
不
妊
手
術
事
業
?
の
無

料
不
妊
手
術
チ
ケ
ッ
ト
を
使
用

で
き
る
動
物
病
院
が
な
い
が
、

そ
の
理
由
と
市
か
ら
協
力
要
請

を
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

Ａ
さ
く
ら
ね
こ
無
料
不
妊

手
術
事
業
は
、
公
益
財
団
法
人

ど
う
ぶ
つ
基
金
が
行
っ
て
い
る

事
業
で
、
本
市
も
こ
れ
に
参
加

し
て
い
る
。
市
内
に
利
用
で
き

る
動
物
病
院
が
な
い
理
由
は
、

こ
の
事
業
で
の
手
術
は
一
般
的

な
手
術
費
用
と
比
べ
て
非
常
に

安
価
で
あ
り
、
協
力
病
院
の
善

意
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
大
き
く
、
市
内
の
病
院
か
ら

登
録
の
申
出
が
な
い
た
め
で
あ

る
。
市
と
し
て
も
、
こ
の
事
業
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
病
院
が

増
え
る
こ
と
は
望
ま
し
い
が
、
こ

う
し
た
事
情
も
あ
り
、
無
理
に

お
願
い
す
る
の
は
難
し
い
も
の

と
考
え
て
お
り
、
本
市
で
は
、
市

外
の
協
力
病
院
に
月
２
回
出
張

手
術
に
来
て
も
ら
っ
て
い
る
。 日本共産党

中井めぐみ

市
内
に
無
料
不
妊
手
術
チ
ケ
ッ
ト
を

使
用
で
き
る
動
物
病
院
を

Ｑ
物
価
高
騰
対
策
と
脱
炭
素

推
進
を
目
的
に
、
本
市
で
も
、

省
エ
ネ
家
電
へ
の
買
い
替
え
を

促
進
す
る
補
助
制
度
の
導
入

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

Ａ
本
市
で
の
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
は
、
家
庭
か
ら
の
排
出

が
約
30
％
を
占
め
て
い
る
。
特

に
、
電
気
の
使
用
に
伴
う
二
酸

化
炭
素
排
出
量
が
多
く
、
エ
ア

コ
ン
や
冷
蔵
庫
、
照
明
器
具
の

使
用
に
よ
る
排
出
が
上
位
を
占

め
て
お
り
、
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
て
は
、
家
庭
で
の
省

エ
ネ
性
能
の
高
い
家
電
製
品
へ

の
転
換
は
非
常
に
有
効
だ
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
省
エ
ネ
家

電
へ
の
買
い
替
え
に
対
す
る
補

助
制
度
は
、
家
庭
か
ら
の
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
削
減
に
つ
な

が
る
だ
け
で
な
く
、
購
入
者
の

電
気
料
金
の
負
担
軽
減
に
も
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、
国
の
物
価

高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
な
ど
の
活
用
も

視
野
に
入
れ
た
事
業
計
画
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

さきがけ
荻野　泰男

省
エ
ネ
家
電
へ
の
買
い
替
え
を

促
進
す
る
補
助
制
度
の
導
入
を

Ｑ
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
施
設
数
は
、
第
５
次
障
害

者
支
援
計
画
の
今
年
度
末
の

目
標
値
を
既
に
達
成
し
て
い
る

が
、
施
設
に
は
経
験
や
知
識
の

な
い
ス
タ
ッ
フ
も
い
る
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
市
と
し
て
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
質
を
確
保

す
る
た
め
の
対
応
策
を
伺
う
。

Ａ
本
市
で
は
、
自
立
支
援
協

議
会
で
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
職
員

等
連
絡
会
議
を
実
施
し
て
お

り
、
運
営
面
で
の
悩
み
や
支
援

方
法
な
ど
、
支
援
者
が
抱
え
る

課
題
に
つ
い
て
共
有
で
き
る
場

を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
に
限
る
も
の
で
は

な
い
が
、
相
談
支
援
事
業
所
が

施
設
利
用
者
へ
の
定
期
的
な
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
、
そ
の
情

報
を
支
援
者
間
で
共
有
す
る
こ

と
に
よ
り
、
事
業
者
と
利
用
者

双
方
の
実
態
把
握
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
施
設
で
働
く
職
員

に
対
し
、
合
理
的
配
慮
、
虐
待

予
防
や
職
場
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
関
す
る
研
修
を
行
う

な
ど
、
技
能
や
意
識
の
向
上
に

役
立
つ
取
組
も
行
っ
て
い
る
。

日本共産党
小林　澄子

県
と
連
携
し
て
障
が
い
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
質
の
確
保
を

Ｑ
小
学
校
の
教
職
員
の
業
務

の
中
で
も
、
授
業
の
準
備
が
非

常
に
時
間
と
手
間
が
か
か
る
。

長
時
間
労
働
を
是
正
す
る
観

点
か
ら
、
小
学
４
年
生
以
上
を

対
象
と
し
て
、
教
科
担
任
制
を

モ
デ
ル
小
学
校
で
全
面
的
に
試

験
導
入
し
、
教
職
員
の
授
業
準

備
に
要
す
る
時
間
を
削
減
す
る

取
組
を
実
施
し
て
み
て
は
ど
う

か
、
見
解
を
伺
う
。

Ａ
小
学
校
で
は
基
本
的
に
学

級
担
任
が
授
業
を
行
う
が
、
学

校
の
実
情
に
応
じ
て
、
高
学
年

を
中
心
に
学
年
内
で
連
携
し
て

担
当
教
科
を
交
換
し
た
り
、
特

定
の
教
科
の
担
当
者
や
専
科

教
員
を
配
置
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
教
科
担
任
制
に
よ
る
授
業

を
全
て
の
小
学
校
で
実
施
し
て

い
る
。
今
後
も
、
そ
の
取
組
の

効
果
や
課
題
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
学
校
の
実
情
に
応
じ
て
工

夫
し
た
取
組
が
行
わ
れ
て
い
く

と
考
え
る
。
教
育
委
員
会
と
し

て
も
、
児
童
生
徒
や
教
職
員
に

と
っ
て
効
果
的
な
指
導
体
制
の

仕
組
み
を
研
究
し
、
学
校
を
支

援
し
て
い
く
。

教
職
員
の
長
時
間
労
働
の
是
正
を

至誠自民
クラブ

谷口　雅典

? 飼い主のいない猫の問題を、殺処分ではなく不妊手術によって解決しようとする行政やボランティアを支援する事業です。

どこでも傍聴席に♪
所沢市議会では、本会議のライブ映像や過去の

映像をホームページで配信しています。

パソコンだけでなく、スマートフォンやタブ

レット端末でも視聴できます。

ぜひ、議会の様子をご覧ください！

所沢市議会　議会中継
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令和６年（２０２４年） ２月１５日 ところざわ市議会だより

ギ カ イ レポート

議会報告会 １１月１７日・１１月１８日

・環境に力を入れる協議会を作ってほしい。

・	給食費の無料化を小野塚市長が公約に掲げていたが、物価高の世の中なので質を落とさないように気をつけてほしい。

・	保育士の資格を持っているが保育士として働いていない方がいるので、労働条件を見直して働きやすくしてほしい。

・市内の障害者の就労施設をもっと充実させてほしい。最低賃金も保証してほしい。

・所沢カルチャーパークは多額の予算をかけているので、しっかり運用してほしい。

・第６次所沢市総合計画の評価検証をしっかりと行ってほしい。

・	議会の慣例でやっていることに対し、新人議員として疑問を持ち、変えなければいけないものは変えていってほしい。

参加者からいただいたご意見

《報告書》

《報告書》

広聴広報委員会

行政視察 １１月１５日▶１１月１６日 委員長のひとこと

　仙台市議会は、子ども議会を始めてから２０年ほど経ちますが、

子ども議会に参加し、市議会議員や行政職員になった方がおそらく

いると思います。その追跡調査を行うことは難しいと思いますが、何

かしらの形で子ども議会に参加した児童生徒のその後が分かるよう

な仕組みづくりができれば、より素晴らしいものになると感じました。

　山形市議会の市議会報「みちしるべ」は、中核市議会議長会議会報

コンクールで最優秀賞を受賞しており、今後市議会だよりを作成する

上で大変参考になりました。

テーマ「子ども議会（議会体験プログラム）」

テーマ

	「議会報の取組」

	「視覚障がい者向け議会報ダイジェスト版」

	「議場を活用した議会報告会・議場演奏会」

宮
城
県
仙
台
市
議
会

山
形
県
山
形
市
議
会
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ところざわ市議会だより 第２０９号第２０９号

《報告書》

《報告書》

建設環境常任委員会

健康福祉常任委員会
行政視察 １０月２５日▶１０月２７日

行政視察 １０月２５日▶１０月２６日 委員長のひとこと

委員長のひとこと

　所沢市でも市街地特性や災害リスクなどを考慮し、「コンパクト・

プラス・ネットワーク」の街づくりに向けた取組をしようとしてい

ます。そのような中で、第２期長井市中心市街地活性化基本計画「時

代・エリア・人をつなぐ」をテーマに、長井駅舎と本庁舎を一体化

して市民の利便性を図っており、さらに子育て支援と図書館機能を

持つ複合施設など、大変参考になりました。

　子どもたちの創造性や感性を育む「特色ある幼児教育・保育プロ

ジェクト」の視察を通して、多方面・多分野に渡る私立の幼稚園・

保育施設の取組とＰＲ支援を学ぶことができました。

　ショートステイ事業とトワイライトステイ事業の視察を通して、

保育環境を充実する施策や、土曜・日曜、祝日での対応、人員確保

への課題などを学ぶことができました。

　保護者が働き続ける環境を実現するには、保育と労働を調和させ
る支援と不足する保育士の確保が重要だと考えます。保育士確保対
策事業の取組の成果と課題を調査することができ、所沢市で課題の
一つとなっている待遇のよい地域への保育人材流出が、盛岡市でも
課題となっていることも分かり、大変参考になりました。

　現地を実際に視察することにより、所沢市のごみが適正に

処理されていることを確認できたのはとても重要で、市民から

の問い合わせにもしっかり回答できていることを確認できまし

た。今後、所沢市でも第２一般廃棄物最終処分場が稼働する

ことになるわけですが、委員会としてもしっかり注視していき

ます。

テーマ「中心市街地活性化」

テーマ「子育て短期支援事業」

テーマ「特色ある幼児教育・保育プロジェクト」

テーマ「保育士確保対策事業、子育て短期支援事業」

テーマ「エコポート最終処分場」

山
形
県
長
井
市

埼
玉
県
戸
田
市

福
島
県
福
島
市

岩
手
県
盛
岡
市

ジ
ー
ク
ラ
イ
ト
株
式
会
社

（
山
形
県
米
沢
市
）

14



令和６年（２０２４年） ２月１５日 ところざわ市議会だより

１、	投票率の向上に向けて、より利便性の高い鉄道駅構内、ワルツ所沢ビル等の商業施設、早稲田大学等の大学構内及び

まちづくりセンター等、市内の最低４か所に期日前投票所の設置を検討するとともに、共通投票所の新設を検討すること。

　　なお、次期選挙に向けては、市役所と合わせて最低２か所の期日前投票所を確保すること。

２、	選挙権年齢が１８歳に引き下げられ、主権者教育の必要性がより求められている。今後は、教育委員会等と連携し、出前

講座や模擬選挙等、小・中・高校生に対する選挙や政治への関心を高めるための取組を一層強化すること。

３、	官学連携に関する基本協定を活用し、投票立会人に学生を選任するなど、若年層が投票所の運営に携わりやすい仕組み

を検討すること。

《報告書》

総務経済常任委員会

市民文教常任委員会

委員会審査

行政視察

１１月７日

１１月２０日▶１１月２２日
委員長のひとこと

　中１ギャップが原因で不登校になる子どもがいると考えられる中、
義務教育学校は小中一貫としての教育のため、この課題解決につなが
ります。さらに、姫路市が取り組む教育は、所沢市でも必要とされる
児童生徒の自尊心の向上につながることが学べました。今、所沢市が
抱えるこれらの課題解決に役立つものでした。

　所沢市のコミュニティスクール推進事業は、令和５年度から４校を
選定して開始し、令和７年度に全ての学区に設置を終えるものとして
います。教育委員会で新たな取組がスタートしたところであり、下関
市が先進的に取り組むコミュニティスクールの実態を学び、今後の設
置に際し、委員会としてとても参考になるものでした。

　現在、所沢市では、市内小中学校で特別支援学級の拡大に取り組む
中で、障がいの有無に関係なく、共存して教育を受ける環境をさらに構
築する必要があります。芦屋市教育委員会では、就学前の子ども教育
にインクルーシブ教育を取り入れており、委員会としてインクルーシブ
教育の推進を図る上で、新たな観点で考えることができる内容でした。

テーマ「下関市教育センター」

テーマ「義務教育学校」

テーマ「インクルーシブ教育」

山
口
県
下
関
市

兵
庫
県
姫
路
市

兵
庫
県
芦
屋
市

投票率の向上に関する提言（平成２９年２月１４日）

投票率の向上に関する提言を踏まえた選挙について

提言に、小・中・高校生に対する選挙や政治への関心を高めるための取組を一層強化することとあるが、

若年層に向けて取り組んだ施策について、どのように評価しているのか。

高校等での出前講座や模擬投票のほか、若年層の方に投票立会人をお願いするなど、体験型・参加型の取

組を行っています。また、高校生による防災無線での投票の呼びかけを行いましたが、高校入学前に模擬

投票を経験したことがきっかけで参加された方もいるため、取組の一定の効果があるものと考えています。

こうした取組を通じて選挙や政治への関心を高められるよう、今後もしっかりと続けていきます。

これまでの

　	議会の活動

《会議録》
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今回の定例会は

12月

９月 ６月

３月

16

２００８年	 	所沢市で結成。

	 	メンバーは、所沢市出身の山
やま

田
だ

	裕
ゆう

介
すけ

さん、兵庫県出身の

大
おお

谷
たに

	篤
あつ

志
し

さん、北海道出身の櫻
さくら

田
だ

	範
のり

稔
とし

さんと世
せ ら

良	太
た

一
いち

さんの４人。

２０１３年	「頑張っていこうぜ」でメジャーデビュー。

２０１５年	 	所沢市観光大使に就任。所沢市イメージマスコット「トコろん」

のテーマソング「toko	toko	トコろん！！」を歌っている。

■
結
成
の
経
緯
は

元
々
は
別
々
の
ユ
ニ
ッ
ト
で
プ
ロ

ぺ
通
り
で
歌
っ
て
い
ま
し
た
が
、
と

こ
ろ
ざ
わ
ま
つ
り
や
旬
の
市
、
タ

ワ
ー
ま
つ
り
な
ど
の
市
内
の
イ
ベ
ン

ト
で
一
緒
に
ラ
イ
ブ
を
す
る
う
ち
に

意
気
投
合
し
ま
し
た
。
み
ん
な
で
集

ま
っ
て
い
た
航
空
公
園
近
く
の
レ
ス

ト
ラ
ン
「
Ｊ
Ａ
Ｙ‘
Ｓ	

Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｅ

Ｎ
」
が
閉
店
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
店
の
名
前
を
引
継
ぎ
グ
ル
ー
プ

名
に
し
て
結
成
し
ま
し
た
。

■
所
沢
の
魅
力
は

都
心
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
、

市
街
地
か
ら
少
し
離
れ
れ
ば
緑
も
あ

り
ま
す
。
ほ
ど
よ
く
田
舎
で
自
然
が

た
っ
ぷ
り
あ
っ
て
、
と
こ
ろ
ざ
わ

サ
ク
ラ
タ
ウ
ン
の
よ
う
な
、
市
外
の

方
で
も
す
ぐ
分
か
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

が
あ
る
の
も
所
沢
の
魅
力
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
地
方
か
ら
出
て
き
て

プ
ロ
ぺ
通
り
で
歌
っ
て
い
た
僕
た
ち

を
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
さ
せ
て

く
れ
る
と
こ
ろ
に
、
人
の
温
か
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
僕
た
ち
を
快
く
観
光

大
使
に
任
命
し
て
い
た
だ
き
、
所
沢

は
度
量
が
広
い
な
と
思
い
ま
す
。

■
観
光
大
使
と
し
て
の
活
動
は

夏
休
み
に
市
内
の
全
て
の
児
童
館
で

親
子
向
け
の
ラ
イ
ブ
を
行
い
ま
し
た
。

あ
え
て
ス
テ
ー
ジ
を
つ
く
ら
ず
に（
↘
）

子
ど
も
た
ち
と
同
じ
目
線
で
歌
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
な
っ

た
と
き
に
僕
た
ち
の
こ
と
を
覚
え
て

い
て
、
音
楽
っ
て
楽
し
い
な
と
思
っ
て

も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。ま
た
、

各
地
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
共
演
す
る
と

き
は
、
必
ず
「
ｔ
ｏ
ｋ
ｏ	

ｔ
ｏ
ｋ
ｏ	

ト
コ
ろ
ん
!!
」
を
歌
っ
て
い
ま
す
。

所
沢
で
の
ラ
イ
ブ
に
も
各
地
か
ら

フ
ァ
ン
の
方
が
来
て
く
れ
る
の
で
、

人
を
呼
ぶ
ツ
ー
ル
と
し
て
僕
た
ち
の

音
楽
を
使
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

■
今
後
の
目
標
は

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
と
ラ
イ
ブ
も
で

き
る
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
し
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
閉
店
し
た
ラ

イ
ブ
ハ
ウ
ス
も
多
い
の
で
、
お
客
さ

ん
の
前
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
立
っ
て

喜
ん
で
も
ら
え
る
居
場
所
を
市
内
に

一
つ
で
も
多
く
つ
く
り
た
い
で
す
。

所沢から
輝け！！ I N T E R V I E W 　No.33

\　所沢市にゆかりのある、さまざまな分野で輝く人たちをご紹介　/

所沢市議会 広
聴
広
報
委
員
会

◎
秋
田　
　

孝

松
本　

明
信

〇
石
本　

亮
三

前
田　

浩
昭

　

中
井
め
ぐ
み

谷
口　

雅
典

　

花
岡　

健
太

亀
山　

恭
子

　

長
谷
川
礼
奈

中　
　

毅
志

　

大
久
保
竜
一

石
原　
　

昂

◎
…
委
員
長　

〇
…
副
委
員
長

寒
い
冬
の
朝
も
、
時
間
を
見
つ
け

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
て
体
力
づ
く

り
、
健
康
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ま
も
ど
う
ぞ
ご
自
愛

を
！
（
大
久
保
）

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
地
域
の
皆
さ
ん

と
の
会
話
の
機
会
も
奪
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
冬
は
再
開
さ
れ
た
忘
年

会
・
新
年
会
な
ど
を
通
じ
、
皆
さ

ん
の
声
を
大
事
に
聴
い
て
い
ま
す
。

（
松
本
）

寒
い
日
々
が
続

き
ま
す
が
、
議
員

は
厚
手
の
セ
ー

タ
ー
と
熱
い
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
暖
を
と
っ
て
い
ま

す
。
市
民
の
ア
イ
デ
ア
で
街
を
更
に

暖
か
く
し
ま
し
ょ
う
！
（
長
谷
川
）

冬
議員たちの･･･

J
ジ ェ イ ズ

AY'S G
ガ ー デ ン

ARDEN

次の定例会は２月２０日（火曜）から開催予定です。

左から	 大谷篤志さん・山田裕介さん

	 世良太一さん・櫻田範稔さん

令和５年１２月定例会の開会に先立ち開催

した議場コンサートに出演

《公式 HP》


